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概要　新生児 の 睡眠 ・覚醒 リズ ム と心拍数パ ター
ン の 関連を 明らか に した ．そ の 結果 か ら胎児に つ い て

の 心拍数パ タ ーソ と睡眠 ・覚醒 リズ ム の 関係を検討 し た．

　まず ， 新生児に っ い て ，脳波，呼吸，眼電位図 お よ び種 々 の 体動で 判定 し た睡眠 ・覚醒 レ ベ ル （静睡

眠期 ， 動睡眠期， 不 定睡眠期，入眠期お よ び覚醒期）を同時 に 記録 した心拍 数 バ タ ーソ （新生児 rest
，

active ，　awake お よ び unclassified 　phase） と比 較し た．修正妊娠週数33〜36週お よ び 同37〜40週 に お け

る 新生児 rest 　phase と静睡眠期 の
…

致率は 高 く，そ れ ぞ れ 7L9 ％ お よ び83．8％で あつ た．そ の 他 の 三 つ

の 心拍数 パ タ
ー

γ で は
， 動睡眠期，不 定睡眠期，入眠期お よ び覚醒期 が 混在 し

， 両者 の 一致率は低 か つ

た ．

　つ い で ，妊娠 24〜41週 の 妊婦に 対 し て連続 3 時間 の NST を行 い ，妊娠週数 と心拍数 バ タ
ー

ソ （胎児
rest

，　active お よ び unclassified 　phase の 三 相 に 分類 し 1分 ご と に 判定）との 関連 を検討 し た．そ の 結果，
妊娠 30週以降 で は 胎児の 心 拍数パ タ ーン に 二 相性が み られ た．Rest　phase は 妊娠 30〜33週で は約半数
に

，
34週以後で は 全例 に 存在し た ．ま た ， 胎児 rest 　phase の 占め る割合 は 妊娠 の 経過 とともに増加 し

（30〜33週 12．3％ ， 34〜41週25．4％）， 相対的に active 　phase は減少 し た （30〜33週77．1％， 34〜41週
66．7％）．Rest　phase の 持続 時間 は 妊 娠 の 経過 と と も に 長 くな つ た が （30〜33週16．1分， 34〜41週20．9
分）， active 　phaseで は変化が み られ な か つ た （30− 33週 44．9分 ， 34〜41週443 分），

　以上 よ り，胎児 rest　phase は ，ほ ぼ新生児 に お け る 静睡眠期 に
一

致 し
， そ れ は ，胎児中枢神経系機能

の 指標 とな る こ とが示 唆さ れ た．

Synopsis　Two 　different　rhythms 　exist　ln　the　fetal　heart　rate （FHR ）pattern　of 　a　ful1−term　fetus．　 These
rhythms 　seem 　to　be　related 　to　the　rhythms 　associated 　wlth 　sleep 　and 　wakefulness ，　but　the　results　are 　not

yet　conclusive ，　 In　this　study ，　 at　first，　the　states 　of　sleep 　and 　wakefulness 　in　newbom 　infants（measured
simultaneous ！y　by　EEG ，　EOG ，　respiration 　and 　body　movement ）were 　compared 　with 　their　heart　rate 　pattems
in　rest ，　active ，　awake 　and 　unclassi 負ed　phases．　 The　results　suggest 　that　in　newborn 　infants　it　is　possible　to
distinguish　quiet　sleep　frQm　other 　states　of　sleep 　and 　wakefulness 　by　means 　of 　the 　heart　rate 　pattem 　alone ．
In　the　second 　part　of　the　study ，　NST 　for　three　consecutive 　hours　with 　24　to　41　week 　pregnant　women 　was

perfomed 　and 　examined 　to　determine　the　relationship 　between 　maturity 　and 　heart　rate　pattem（measured

minute 　by　minute 　in　rest ，　active 　and 　unclassified 　phases）in　their　fetus，　 The　findings　suggest 　that　the 　rest

phase　in　a　heart　rate 　pattern　of　a　fetus　indicates　the　fetus　to　be　in　a　state 　of 　quiet　sleep ，　Further，　the
propotional　increase　and 　significant　increase　in　the　duration　of 　the　rest 　phase　after 　34　gestat三〇 nal 　week

indicate　the　maturity 　of 　the　central 　nervous 　system 　 of 　the　fetus．
Key　words ： Fetus ・Newbom 　infants・Fetal　heart　rate 　monitoring ・Central　nervous 　systeln ・

　　　　　　 Sleep　and 　wakefulness

　　　　　　　　　 緒 　　言

　成 熟胎児の 心 拍数に は 二 つ の 異なる パ タ ー
ン が

存在 し
，

こ れ は 胎 児 の 睡眠 ・覚醒 リ ズ ム を示 す と

考 え られ て い る
15）心1η．また，新生 児に つ い て は ，

こ れ らの 睡眠 ・覚醒 リズ ム の 変化が 中枢神経系の

発 達 と 密 接 に 関 連 す る と も 報 告 さ れ て い

る
1）6）7）1°｝12）．そ こ で ，まず新生児に つ い て 睡眠・覚

醒 リ ズ ム と心拍数 パ タ ーソ の 関係を 明ら か に し た
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表 1　新生 児 の 睡眠 ・覚醒 レ ペ ル

開閉眼 脳 　波 眼電位 図 呼 　 吸

静睡眠 期

動睡眠期

不 定睡 眠期

閉眼

閉眼

　 　 　 　 　 　 TA 卓

　　 　　 　 高 電 位 徐 波

　　 　　 　 　 低電位
　　 　　 　 種 々 の 周 波数

静お よ び動 睡眠期の い ずれ に も該 当 し ない 閉 眼状態

REM 零窟（一）

REM ’ 噛

（＋）

規則的

不規 則

入 眠期 開閉眼

覚醒期 開眼

車TA 　：tracE　alterr ユant　pattern
畔 REM ； rapid 　eye 　movement

うえで ，胎児心拍数 パ タ
ー

ン か ら そ の 睡眠 ・覚醒

リ ズ ム を推定 し，胎 児中枢神経系の 発達過程 に つ

い て 検討 した．

　　　　　　　　　 研究方法

　 1．新生児の 睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル と心拍数パ タ ー
ン

　 妊娠 30〜39週 に 出生 し た新 生児13例を 対 象 と

し
， 生 後 4 〜67日 目に 3時間 の ポ リ グ ラ フ 記録を

行 つ た ．妊娠中に ， 前期破水 5 例 ， 妊娠 中毒症 1

例 お よ び Rh 不適合妊娠 1例 の 異常が認め られた

が
， そ の 他の 母体合併症は なか つ た ．胎児心拍数

陣痛図上 ， 胎児仮死所見は な く，出生時 の 1 分後

お よ び 5分後 の Apgar　score は，そ れ ぞ れ 平 均

7．8± O．6 （7 〜 9） お よ び8．9± O．3 （8 〜 9）で

あつ た ．検査 時の 新生児の 体 重は 1
，
510〜3，030g

で ， これ らは神経学的異常を認め ず，ま た 酸素投

与や 人工 呼吸器を使用 して い ない 例 に 限定した。

い ずれ も 3時間規則哺乳を行 つ て お り， 検査は午

前 9時か ら午後 8 時 ま で の 間の 哺乳直後 か ら開始

した ．ポ P グ ラ フ は 紙送 り速度を1．5cm ／秒と した

12チ ャ ン ネ ル の 入 力が 可能 な多用途脳波計を用 い

た ．そ し て
，

こ れ を用 い て ， 単極 3誘導 の 脳波 ，

左右の 眼電位図，胸郭 プ レ ス チ モ グ ラ フ に よ る 呼

吸お よび心 電図を記録 した． さらに 視診に よつ て

判定 し た 新生児の 粗体動 ， 細体動，開閉眼 お よび

啼泣 を上 記 の ポ リ グ ラ フ 記録紙上 に 同時に 入力 し

た．なお，粗体動 とは 躯幹か ら四肢に及ぶ 動 ぎと

し ， 細体動 とは四肢 ， 顔面お よ び頚部の み に限局

し た 動 ぎと し た ，睡眠 ・覚醒 レ ベ ル は Anders　 et

al．の 基準
4）
を も とに ，静睡眠期 ， 動睡眠期 ， 不定

睡眠期 ， 入 眠期お よび覚醒期の 5期に 分類 し， 1

分ご と に判定 し た （表 1 ，図 L 　2 ）．ま た 同時に
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図 1 新 生 児静睡眠期 の ポ リ グ ラ フ
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図 2　新 生 児 動睡 眠 期 の ポ リグ ラ フ

新生児 モ ニ タ ーを行 い （日本電気三 栄2kO1）， 紙送

り速度を3cm／分と して 記録 し た ．な お
，

こ の 中に

ポ リ グ ラ フ と同 じよ うに ，粗体動 の マ
ー

カ
ー

を入

力 した ．心拍 数パ タ ー
ソ は こ れ ま で の 自験結果 3）

を もと に
，   新生 児 rest 　 phase ； long　 term

variability （LTV ）小 ，
　 acceleration （Acc ）な し ，

  新生児 active 　phase ；LTV 大 ，
　Acc の 持続 2 分

未満，   新生児 awake 　phase ；LTV 大，　 Acc の

持 続 2 分 以 上 お よ び   新 生 児 unclassified

phase ；LTV 大 ，　Acc な し の 四 相 に 分類 し（図 3），

1分ご とに 判定 し た ．1 分間に ，
二 つ 以上 の phase

が混在す る時は
， unclassified 　phase と した．検査

結果 は修正 妊娠週数（最終 月経か ら起算 し た 週数）

が，33〜36週 に 相 当す る 時 期 の も の を A 群，
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rest 帥 ase
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L丁V 大．Aco く2分

LTV 大，Acc≧2分

　　 　　　　 LTV 大，Aoc （
一）　トr均 囲

図 3　新生 児心 拍数 パ タ
ー

ン の 分類

37〜40週 の も の を B 群 と し
， 睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル の

判定が，心拍数パ タ
ー

ソ の み で どの 程度可 能か に

つ い て検討 した．検査は A 群は
， 5例に つ い て 8

回 ， B 群は 12例 に つ き12回行 つ た ．

　II．胎児 の 成熟 と睡眠 ・覚醒 レ ベ ル

　妊娠 24〜41週の 母体合併症 の な い 妊婦61例 に つ

い て ， 連続 3時間 の NST を延 べ 78回 行つ た ．うち

14例 に お い て ei　 4 週間以上の 間隔をお い て ， 2 回

ま た は 3 回 の 3時間 NST を行 つ た．　 NST は，静

か な部屋で 妊婦を セ ミ フ ァ
ー

ラ
ー位 また は側臥位

とし ， 食後 1 時間以内に （午前 9 時 よ り午後 2 時）

開始 し た ．胎児心拍数 （FHR ）は腹壁心 電信号，

心音信号あ る い は ドッ プ ラ
ー信号の い ずれ か を用

い て モ ニ タ
ー

し ， 紙送 り速度は 3cm／分 とした．対

象 と し た 胎児 の 発育は すべ て 正常で ，多胎，奇形 ，

何 らか の NST 異常所見 （日母 の 診 断基準
2）
に よ

る）を認め る もの ， お よび降圧剤 ， 利尿剤，鎮静

剤な どの 薬物投与を受けて い る もの は 対象か ら除

外 し た ．61例 の 分娩時妊 娠週数は 平均 40．0± 1．4

週 （36週 3 日〜43週 2 日），出生 時体 重は 平均

3，163．0±417．3g （2，420〜4 ，330g）で あ り， 1 分

後 の Apgar　score は 平均 8．3± 1．4 （2 〜10）で あ

つ た． 5分後の Apgar 　score は い ずれ も 7 点以上

で
， 神経学的異常は 認め られな か つ た．胎児 の 睡

眠・覚醒 レ ベ ル の 基準 は FHR パ タ ーン よ り，   胎

児 rest 　phase ；LTV 小，　 Acc の 欠如 ま た は 散発，

  胎児 active 　phase；LTV 大 ，
　 Acc の 頻発 お よ

び  胎児 unclassi 丘ed 　 phase；rest お よ び active

phase の い ずれ の 条件 に もあて は ま らな い もの の

三相 に 分け ，
1 分 ご とに 判定 し た ．

　そ し て
，   二 相性 パ タ ーン の 存在，  3 時間

NST 中，各 phase の 占め る割合 ，   胎児 rest お よ

び active 　phase の 持続時間 （モ ニ タ ー開始時 と終

了時 の phase を除外 し た 胎 児 rest ま た は active

phase の 開始か ら ， 他 の phase へ 移行す る ま で の

時間），   同一症例に お け る胎児 の 睡眠・覚醒 レ ベ

ル の 変化 の 4 項 目に つ い て ，妊 娠週数 別 v＝　Wil−

coxon 検定に よ り検討 した ．

　 　　　　　　 　 成　 　績

　 1．新生児の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル と心拍数 パ タ ー
ン

　 DA 群 （図 4）

　 A 群 5 例 に お け る 1，440分の 観察に お い て ，新

生 児 rest，　 active ，　 awake お よ び unclassified

phase は それぞれ89分 ，
540分，239分 お よ び 572分

で あつ た ，新生児 rest 　phase で は ，静睡眠期が64

分 （71．9％） を 占め ， 残 り は 不 定 睡 眠 期 24分

（27．0％） と動睡眠期 1分 （1．1％）で あつ た ．新

生児 active 　phase に お い て は，種 々 の 睡眠 ・覚醒

レ ペ ル が混在 し，動睡眠期308分 （57．0％）， 不 定

睡眠期 130分 （24．1％）， 入眠期 61分 （11．3％）お

よび覚醒期 38分 （7．0％）で ，残 りの 3 分 （0．6％）

が静睡眠期で あつ た．新生児 awake 　phase で は
，

rest 　 phase

active 　 phase

awake 　pha5e

o

e6

u冂classified 　phase

Ioo％

　　　巨 塾 鬮 民鬮 動 團 朗 ■ 不 定齦 慝 §入 眠 期 〔 悦 醒

図 4　 A 群 （修正 妊娠週 数33〜36週 ）に お け る心拍数

　パ タ
ー

ン 分類 と睡眠 ・覚醒 レ ペ ル
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　　　 屋ヨ静 睡眠 翻 勤 睡 眠 ■ 1不定 睡眠 §§入 眠期 〔コ覚 醒

図 5　 B 群 （修正 妊 娠 週 数37〜40週） に お け る心 拍数

　パ タ
ー

ン 分類 と睡眠 ・覚醒 レ ベ ル

覚醒期107分 （44。8％），動睡眠期 81分 （33．9％），

入 眠 期31分 （13．0％） お よ び 不 定 睡 眠 期20分

（8．3％）で あつ た．ま た ， 新生児 unclassified 　phase

で は ，動睡眠期 247分 （43．2％）， 不 定睡眠期221分

（38．6％）， 静 睡 眠 期 50分 （8．7％）， 入 眠 期36分

（6．3％） お よ び 覚醒期 18分 （3．2％） で あ つ た ．

　 2）B 群 （図 5 ）

　 B 群12例 に お け る 2，160分の 観察 で は
， 新生 児

rest
，　active ，　awake お よび unclassified 　phase は

そ れ ぞれ 253分，
592分 ，

523分お よ び 792分で あ つ

た ．新生児 rest 　phase に お い て は
， 静睡眠期の 占

め る割合 が212分 （83．8％）と最 も高 く， 残 りは 不

定睡眠期38分 （15．0％） と動睡眠期 3分 （L2 ％）

で あ つ た．新生児 active 　phaseで は
， 動睡眠期336

分 （56．8％），不定睡眠期 89分 （15．0％）， 入眠 期

85分 （14．4％）， 覚醒期78分 （13．2％）で ，残 りの

4 分 （0．6％）が静睡眠期で あつ た．また ， 新生児

awake 　phase で は，覚醒期 の 割合 が 88．9％ （465

分）と大部分を 占め ， 残 りは動睡眠期36分（6．9％），

入 眠期 19分（3．6％）お よ び 不 定睡眠 期 3分 （0，6％）

で あつ た．新生児 unclassi 丘ed 　phase に つ い て は ，

不 定 睡眠 期 318分 （40．2％），動 睡 眠 期 232分

（29．3％）， 入 眠 期 91分 （11．5％），覚 醒期 80 分

（10．1％）お よ び 静睡眠期71分 （8．9％） が混在 し

て い た ．

　以上 よ り， A 群 の 静睡眠 期は新生児 rest 　phase

と ， また B 群 の 静睡眠期 お よ び覚醒期 は そ れ ぞれ

新生児 rest 　phase お よび新生児 awake 　phase と

の
一

致率が高 く，心拍数 パ タ ー
ソ の み でほぼ判定

表 2　 二 相性パ タ
ー

ン 出現頻度

妊娠 週数 記録 回 数 二 相 性 パ タ
ー

ン の 頻度 （％）

24− 27週 4 O （0　％）

28− 29 9 0 （0　％）

30〜3工 9 5 （55．6％）

32〜33 8 4 （50．0％）

34〜35 8 8 （100 ％）

36− 37 17 17 〔1 0 ％）

38〜39 13 13 （100 ％）

40〜41 10 10 （100 ％）

計 78 57 （73．1％）

図 6　 妊娠37週 4 日の 正 常妊婦の NST

　NST 開始か ら ， 約2 分間は 胎児 rest　phase （LTV

　小 ， Acc の 欠如） が み ら れ，そ の 後，胎 児 active

　phase （LTV 大 ，
　 Acc の 頻発） に 移行 して い る．

可能とみ なされた ．一方 ， 新生児 active 　phase お

よび新生児 unclassified 　phase で は
， 動睡眠期，不

定睡眠期お よ び入眠期 が混在 し
， 心拍数パ タ

ー
ソ

の み で 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル を判定す る こ とは 困難 で

あ つ た ．

　II．胎児 の 成熟 と睡眠 ・覚醒 レ ベ ル

　 1）二 相 性パ タ
ー

ン に つ い て （表 2 ）

　78回 の 3 時間 NST 中 ， 胎児 rest　phase お よ び

active 　phase の 二 つ の 異なつ た パ タ
ー

ン の存在が

み られた の は 57回 （73．1％）で あつ た ．妊娠24〜29

週 の 例 に お け る 13回 の 記録で は 二 相 性パ タ ーン は

み られず ， 最 も早 い もの で 妊娠 30週 に は じ め て そ

の 存在が認 め られた．妊娠30〜33週，17回 の 記録

で は 9回 （52．9％） と約半数 に
， ま た 妊娠34〜41

週，48回の 記録で は 100％に 二 相性 パ タ
ー

ン が存在
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した （図 6）．

　2） 3 時間 NST に お け る各 phaseの 占め る 割

合 （表 3）

　 二 相性 パ タ
ー

ン の 存在 した 57回の 記録で は
， 3

時間 NST の うち胎児 rest 　phase の 占め る割合は

平 均 23．3± 10．2％ （6，1〜44．7％），胎 児 active

phase の 占め る 割 合 は 69．6 ± 13．2％ （45．0 〜

93．9％）で あつ た，妊娠週数別の 胎児 rest　phase

の 占め る 割合 は
， 妊 娠 30〜31週 で は 平均1L6 ±

5．2％ （6．1〜2e．O％）， 妊 娠32〜33週 で は 13．2±

6．2％ （8，9〜19．2％） お よ び 妊 娠 34〜35週 で は

27．5± 7．0％ （16．7〜35．O％）と， 妊娠 の 経過に伴

つ て 増加 した ，し か し，妊娠34週以後で は 41週 ま

で その 増加 は ほ とん どみ られず，ほ ぼ一
定の 割合

を示 し た ．
一
方 ， 胎児 active 　phase の 占め る割合

は 妊 娠 30　一一　31 週 で は 平 均 80 ．0 ± 13 ．3％

（65．O〜93．9％），妊 娠32〜33週 で は 73．4± 8．4％

（65．5〜83．9％） お よ び妊 娠 34〜35週 で は 68．3±

8．0％ （59．7〜83．3％）で あ り，胎児 rest 　phase と

は 相対的 に妊娠経過 と ともに減少 し た．ま た ，胎

児 rest　 phase と同様 te， 妊 娠34週 以 後 の 胎 児

active 　phase の 割 合 に は 有意な変化 は み られ な

か っ た ，胎 児 unclassified 　phase の 割合 は 3．6〜

13．4％で
， と くに 妊娠週数 との 関連はみ られなか

つ た ．

　以上 の 成 績か ら，胎児の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル は 妊

娠33〜34週 を境に 大 ぎ く変化す る と考え られ た た

め ， 妊娠30〜33週 と妊娠 34〜41週 の 2 群 に 分け て

比較検 討 した．そ の結果，胎児 rest 　phase の 占め

る割合は 妊娠 30〜33週 に お け る 9 回 の記録で は 平

均 12．3± 5．4％お よび妊娠 34〜41週 ， 48回 の 記録で

は 25．4± 9．5％で あ り， 両群間 に 明 らか な有意差を

認め た （p ＜ 0．01）．また，胎児 active 　phase の 割

合 につ い て も， そ れぞれ 77，1± 11．3お よ び 66．7±

13．5％と有意の 差が認め られた （p＜ 0．05）．

　3）胎 児 rest お よ び active 　phase の 持続時間

　胎児 rest お よ び active 　phase 　et，それ ぞれ83回

お よ び 70回記録 された ．胎 児 rest　phase の 持続時

間 は
， 平均20．2± 6．8分 （8 〜42分）お よ び 胎 児

active 　phase は 44．3± 23．5分 （7 〜102分）で あつ

た ．妊娠週数別に み る と ， 胎児 rest　phase は妊娠

30− 31週で は 平均 16．4± 3．4分 （11〜20分）， 妊娠

32〜33週 15．9± 3．9分 （12〜32分）お よ び 妊 娠

34〜35週23．2± 9．4分 （12〜42分）で あ り ， 妊娠34

週以後に 持続時間の 長 くなる傾 向がみ られた （表

4 ）．一方 ， 胎児 active 　phase は妊娠30〜31週で は

表 3　 3 時間 NST に お け る心 拍数パ タ
ー

ン か らみ た各 phase の 割 合

妊娠週数 例数 rest 　phase （分布） active 　phase （分布） unclassl負ed 　phase

30− 31週 511 ．6±　　5、2％ （　6．1〜20．〔｝％） 80，0± 13．3％ （65．〔｝− 93．9％） 8．3％
32− 33 413 ．2±　　6，2　　（　8．9〜19，2　　） 73．4±　8．4　　（65，5〜83．9　　） 13．4
34〜35 827 ．5±　7．O　　（16．7〜35．0　　） 68．3±　8．0　　（59．7〜83．3　　） 4，3
36〜371722 ，1±　　9、9　　（　7．2〜43，3　　） 67，7± 14．7　　（46．7−88，9　　） 9．0
38〜391328 ．6± 10．5　　（11．9〜44．7　　） 66，0± 11，3　　（45 ，0〜81，4　　） 3，6
40〜411025 ．2±　　8．6　　（12．8〜35．6　　） 67．3：ヒ16．2　　（47．7〜87．2　　） 7．5

計 5723 、3：辷10．2　　（　6．1− 44．7％） 69，6± 13，2　　（45．0〜93，9％）

表 4　胎児 rest 　phase お よ び active 　phase の 持 続時間

妊娠週数 回数 rest 　phase の 平 均値 （分布） 回 数 active 　phase の 平均 値（分布 ）

30− 31週 516 ，4±3．4分（ 11〜20分） 446 ．9± 28．5分（14〜80．5分）

32〜33 615 ．9± 3．9　（ 12〜23 ） 342 ，3± 25．6　　（16〜77　　　　）
34〜35 823 ．2± 9．4　（ 12〜42 ） 951 ．1±24．5　　（　7− 77，5　　）
36〜372419 ，3±6．2　（　 8〜28　） 1745 ．0± 25．7　　（10− 88　　　　）
38〜392221 ．5± 7 ．1　（12．5刈 0 ） 2344 ．2：辷19．9　　（15〜102　　　）
40〜411821 ．1±6 ．4　（ 10〜34 ） 1449 ，0± 25．8　　（14− 93　　　　）

計 8320 ．2± 6 ．8分（　 8〜42分） 7044 ．3士 23．5分（7〜102 分）
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ー

ン か らみ た 睡眠 覚醒 リズ ム に 関す る研究 日産婦誌41巻 9号

ee　5　 3時間 NST に お け る胎児 rest　phase の 占め る割合 の 変化

症　例

1 回 目 NST 2回 目 NST 3回 目NST

妊娠週数（rest 　phaseの 割合） 妊娠週 数（rest 　phase の 割合） 妊娠週 数（rest 　phase の 割 合〉

1¶M 唖1． 26w6d （
一

　） 31wOd （20．O％）

2．R ．　K ， 27wOd （ 一　） 31w3d （
一

　） 37w4d （24，2％）

3，Y ．1． 28wOd （ 一
　） 33w5d （19．2％） 38wld （37．2％）

4，N ．　H ． 28w5d （ 一
　） 35wOd （16．7％）

5．Y ．U ． 28w5d （
一

　） 34w4d （23．0％）

6．K ．　K ． 30w5d （12、5％） 34wld （20．0％） 38w5d （30．1％）

7．C ，H ． 31w4d （10，0％） 36w6d （43．3％）

8．Y ．　Y ． 32w2d （17，8％） 39wld （26，9％）

9．Y ．0． 32w4d （ 一
　） 37wld （15．6％）

10．T ．T ． 33w2d （
一

　） 37w2d （27．8％）

11．Y ．N ． 34w4d （35．0％） 39w4d （38，6％）

12．E ．H ． 35w5d （30．6％） 40wOd （24．4％）

（　）内の
一

は rest 　phase の 出現 な し

平 均46．9± 28．5分 （14〜80，5分）， 妊 娠32〜33週

42，3± 25．6分 （16〜77分）お よ び 妊 娠34〜35週

51．1± 24．5分 （7 〜77，5分）で 妊娠週数 との 間 に

一定 の 関係 は認 め られ な か つ た （表 4 ）．

　次 に これ らを妊娠34週を境 に比較 し て み る と ，

胎児 rest　phaseで は 妊娠 30〜33週 16．1± 3．7分 お

よ び 妊娠34〜41週 20．9±6．2分 と有 意 の 差 を認め

た が （p く O．05）， 胎児 active 　phaseで は そ れぞれ

44．9± 27．2分お よ び 44．3± 23．3分 と有意 の 差は み

られ な か つ た．

　 4）同一症例 に お ける胎児 の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル の

変化

　 同
一

症例 に お い て ， 4 週間以上 の 間隔をお き 3

回 の 3時間 NST を 3例 に ， また 2回 を 9例 に 行

つ た．そ の 結果，1 回 目の NST で は 二 相性 パ タ
ー

ン の み られ な か つ た 9例 の うち， 6 例に 2 回 目 の

NST に お い て 明 らか な 二 相 性 パ タ ーン が 出現 し

た．また 5 例 で は 妊娠 が 進行す る に 伴 つ て 胎児

rest 　phase の 占め る 割合が増加 し た （表 5 ）．

　　　　　　　　 考　 案

　 1．睡眠 ・覚醒 リズ ム の 判定

　新生児 の 睡眠は 行動上 お よ び生理学上 ， 静睡眠

（ノ ン レ ム 睡眠）と動睡 眠 （レ ム 睡眠 ）に 大別 され

て い る
4 ｝11）．一般に 妊娠 24〜25週 ご ろ で は

，
ほ と ん

どが不定睡眠 で 占め られ ，32週 ご ろか ら動 ・静睡

眠の 周期が 出現 し は じめ
， 36週以降で 明確 に な る

と い う
エ）6）7｝．ま た

， 妊娠 36週以降に は 動睡眠が減少

す る の に 対 し，静睡眠が増加 し，神経系 の 成熟微

候 の
一つ と され て い る

lo）．
一

方 ， 胎児心拍数 パ タ ー

ン に お い て
，

二 つ の 異な るパ タ
ー

ン が存在 し， こ

れ は 胎児の 睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル を現わす と考え られ

て い る
15）一一17）

．しか し，胎児に お い て は，脳波 ， 眼

電位 図お よび筋電図 な どの ポ リ グ ラ フ 記録を行 う

こ と は 不 可 能で ある．そ こ で
， まず， 新生児 に つ

い て 心拍数パ タ
ー

ン か ら睡眠 ・覚醒 レ ベ ル を推察

可能か ど うか に つ い て 検討 した ．すなわ ち，こ れ

ま で の 自験 の 結果 3）
を もと に

， 心拍数パ タ ーン を

新生児 rest，　 active ，　 awake お よ び unclassified

phase の 四相 に 分類 し，ポ リ グ ラ フ に よ つ て 決定

し た 新生児 の 睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル と比 較した ．その

結果， 新生児 rest 　phase の うち静睡眠期 の 占め る

割合 は A 群 7L9 ％お よ び B 群 83，8％ と高 い の に

対 し
， 新生 児 active お よび unclassified 　phase　Vc

お い て は種 々 の 睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル が 混在 し， 特異

的で は なか つ た ．また，新生児 awake 　phase （2

分以上 の 持続を もつ Acc の 存在す る もの ）で は
，

覚醒期の 占め る割 合 は A 群で は 44．8％で あつ た

の に 対し，B 群で は 88．9％ と高率 で あつ た ．以上

の こ とか ら ， 新 生児の 静 睡 眠期に つ い て は ，心拍

数パ タ ーン の み で ほ ぼ判定で きるが
， そ の 他 の 睡

眠 ・覚醒 レ ベ ル を心拍数パ タ ーン で 判定する こ と

は困難で あ つ た．
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　2．胎児の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル

　胎児 の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル は
，
FHR パ タ

ーソ の 判

定項 目の うち，variability の 大 小 に よ り active

phase と rest 　phase の 二 者 に 分け ら れ る こ とが

多い
15｝
一’17）．今回 の 成績か ら ，

FHR パ タ
ー ン と胎児

の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル の 関係は ，胎児 rest 　phase は

静睡眠 とか な り一致す るが，胎児 active 　phase お

よび unclassified 　phase は い ずれ も動睡眠期， 不

定睡眠期 お よ び覚醒期 の混在 した もの とみ な され

た ．

　Nijhuis　et　aL9 ）
，
　 Visser　et　al．「6）お よ び Dierker

et　aL5｝は
， 妊娠週数の 増加 とと もに ，

　rest 　phase の

持続時間が長 くな る と述べ て い る．今回 の 検討 で

は，胎児 rest 　phase の 占め る割合は 妊娠33週 ま で

増加 し ， 胎児 rest 　phase の 持続時間は妊娠 33〜34

週を境 とし て ，それ以後 に長 くな つ て い た．さ ら

に，3 時間 よ り長 時間 の モ ＝ タ リ ン グを行 つ た り，

FHR パ タ ー
ン だけ で な く，超音波 断層法 に よ る

ff　k の 胎動観察に よ つ て
， 睡眠 ・覚醒 リズ ム の 判

定を行 うと，妊娠 34週以後 もrest　phase の 割合が

増加 して い く可 能性 が考え られ る，新生児 と の 対

比 に よ り， 胎児 rest 　phase は 静睡眠期 に きわ め て

類似 し た もの と思わ れ る． こ の こ と か ら ， 胎 児

rest 　phase の 存在，
　 rest 　phase の 占め る割合 の 増

加 お よび rest 　 phase の 持続 時間が長 くな る こ と

は
， 胎児の 成熟を反映 し て い る もの と考 え られ る．

睡眠 ・ 覚醒 レ ベ ル は 中枢神経系に よ り制御 され ，

中枢神経系障害児に 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル の 異常を有

す る こ とが認め られ て い る
8）13＞14〕．現在，FHR モ ニ

タ リン グ は 胎児機能検査 と し て ，
一

般臨床に 広 く

用 い られて い るが，今回 の 研究結果 よ り，
FHR パ

タ
ー

ン は 胎児 の 中枢神経系 の 成熟 の 指標 とな る こ

とが示唆 された ，

　 以上 の 成績と考察か ら， 次 の よ うに 総括 され る．

　 （1）新生児の 心 拍数パ タ ー
ン の み で

， 静睡眠 と

そ の 他 の 睡眠 ・覚醒 レ ベ ル を区別す る こ とは 可能

で ある．

　 （2）胎児 の 心 拍数 パ タ
ー

ソ 上 ，妊娠30〜33週で

は 約半数に
， 妊娠 34週以後で は 全例 に 二 相性 （胎

児 rest 　phase お よ び胎児 active 　phase）がみ られ

た ．

　（3）妊娠34週を境 に ，胎児 rest 　phase の 占め る

割合 お よ び rest 　phase の 持続 時間 は 有意 に 長 く

な つ た

　稿 を終 え る に あ た り，御 指 導御 校 閲い た だ い た 長 崎 大 学

医学部産科婦人科学教室山辺　徹教授，な らび に 本研究に

多大 な る 御協 力 を い た だ い た 同 医療技術短期大学部 川崎千

里 助教授 に 心 よ り深謝致 し ま す，
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